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　近年、　近年、　近年、　近年、　近年、私たちの経常経費は圧迫されています。私たちの経常経費は圧迫されています。私たちの経常経費は圧迫されています。私たちの経常経費は圧迫されています。私たちの経常経費は圧迫されています。
毎年きまって利用できる経常経費で新潟大学の研究毎年きまって利用できる経常経費で新潟大学の研究毎年きまって利用できる経常経費で新潟大学の研究毎年きまって利用できる経常経費で新潟大学の研究毎年きまって利用できる経常経費で新潟大学の研究・・・・・教育は支えられています。教育は支えられています。教育は支えられています。教育は支えられています。教育は支えられています。国の研究費の重国の研究費の重国の研究費の重国の研究費の重国の研究費の重
点配分政策だけでなく、点配分政策だけでなく、点配分政策だけでなく、点配分政策だけでなく、点配分政策だけでなく、新潟大学までもがプロジェクト研究の名のもとに校費の重点配分を今年新潟大学までもがプロジェクト研究の名のもとに校費の重点配分を今年新潟大学までもがプロジェクト研究の名のもとに校費の重点配分を今年新潟大学までもがプロジェクト研究の名のもとに校費の重点配分を今年新潟大学までもがプロジェクト研究の名のもとに校費の重点配分を今年
度からはじめました。度からはじめました。度からはじめました。度からはじめました。度からはじめました。基盤である研究費までも削減してプロジェクト研究に配当することが本当基盤である研究費までも削減してプロジェクト研究に配当することが本当基盤である研究費までも削減してプロジェクト研究に配当することが本当基盤である研究費までも削減してプロジェクト研究に配当することが本当基盤である研究費までも削減してプロジェクト研究に配当することが本当
に新潟大学を発展させるものかを真剣に考える必要があります。に新潟大学を発展させるものかを真剣に考える必要があります。に新潟大学を発展させるものかを真剣に考える必要があります。に新潟大学を発展させるものかを真剣に考える必要があります。に新潟大学を発展させるものかを真剣に考える必要があります。                                                                           　　　　　　　　　　　　　　　                    　　　　　　　　　　
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申
請
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択
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率
を
図
Ｄ
に
示

し
ま
し
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、
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ェ
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ト
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目
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ま
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図Ｆ　研究費配分（千円）

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
学
部
別
採
択
数
は
図
Ｅ
で
す
。
ま
た
、
学
部

別
研
究
費
を
図
Ｆ
に
示
し
ま
す
。
研
究
費
の
配
分
で
は
、
理
工
系
に
多

く
配
分
さ
れ
る
結
果
に
な
り
、
教
育
改
革
の
採
択
数
の
多
い
教
育
人
間

科
学
部
は
採
択
数
に
対
し
研
究
費
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
は
、
全
教
官
の
研
究
費
か
ら
五
％
ず
つ
拠
出
し

た
貴
重
な
財
源
で
す
。
し
か
も
、
こ
れ
は
水
光
熱
費
削
減
（
五
％
）
に

加
え
て
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
配
分
に
つ
い
て
の
公
平
さ

を
保
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。
し
か
し
、
採
択
性
を
取
る
限
り
、
不
公
平

感
が
生
じ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

は
単
年
度
の
研
究
で
、
一
年
で
成
果
が
出
る
か
疑
問
で
す
。
今
後
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
継
続
が
、
さ
ら
に
不
公
平
を
拡
大
す
る
こ
と
も
懸

念
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
矛
盾
を
抱
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
を
再
考
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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か
つ
て
は
特
別
設
備
費
、
設
備
充
実
・
更
新
の
経
費
が
あ
り
、
計

画
的
に
学
科
や
講
座
に
配
分
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
経

常
研
究
費
で
は
購
入
で
き
な
い
設
備
な
ど
を
計
画
的
に
購
入
し
、
教

育
・
研
究
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
予
算
の
配
分

は
不
公
平
感
も
な
く
、
計
画
的
に
利
用
さ
れ
真
に
教
育
・
研
究
の
充

実
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
学
長
裁
量
経
費
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
は
研
究
経
費
の
不

均
等
配
分
に
よ
り
経
費
配
分
の
貧
富
の
差
を
拡
大
さ
せ
ま
し
た
。
互

い
に
学
問
を
尊
重
し
、
協
力
す
べ
き
大
学
で
、
格
差
の
増
大
は
大
学

の
荒
廃
ま
ね
く
危
険
も
あ
り
ま
す
。
国
の
重
点
配
分
の
名
に
よ
る
大

学
間
格
差
を
是
正
す
べ
き
と
き
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
あ
り
方

を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

真の研究・教育のための改善を真の研究・教育のための改善を
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図Ｃ　平均研究経費（千円）
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